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[サイド

バーは、

テ キ ス

ト の 重

要 な ポ

イ ン ト

を 強 調

したり、

ス ケ ジ

ュ ー ル

な ど の

情 報 を

追 加 し

て 簡 単

に 参 照

で き る

よ う に

し た り

す る の

に 便 利

です。 

こ れ ら

は通常、

ペ ー ジ

の左側、

右側、上

部、また

は 下 部

に 配 置

さ れ ま

すが、ド

ラ ッ グ

し て 好

き な 位

置 に 簡

単 に 動

か せ ま

す。 

内 容 を

追 加 す

る 準 備

が で き

たら、こ

こ を ク

リ ッ ク

「見積書作成」①をクリックし、表示Ｂ②をＯＮにすると、仕様行を整理して集計することができます。 

 

ブロック・エリアが定義されている場合    (ブロック・エリアが未定義で設備名より定義されている場合) 

１） 表示Ｂ①をＯＮにすると仕様行ごとの総括表示となり②、整理選択パネル③が表示されます。 

 

 

 



２） 「ブロック・エリア・設備名の整理」①をＯＮに同一のブロック・エリア・設備名が集合整理されます。② 

また、「仕様行を整理後の順番で記録」ボタン③が有効の状態で表示されます。 このボタンを押すと行内の規格数量を含む全データが整

理された状態で再記録されます。 

 

３） 次に「ブロック小計」にチェックマークを入れる①と、各ブロックごとに小計表示②をします。同様に「アリア小計」・「設備名小計」も可能で

す。 この小計集計は見積資料としてエクセル転写に反映しますが、見積書作成時は別の方法での編集作成となります。 

 



ブロック・エリアが未定義で設備名より定義されている場合   (ブロック・エリアが定義されている場合) 

１）' 表示Ｂ①をＯＮにすると仕様行ごとの総括表示となり②、整理選択パネル③が表示されます。 

 

２）' 「設備名の整理」①をＯＮに同一の設備名が集合整理されます。② 

また、「仕様行を整理後の順番で記録」ボタン③が有効の状態で表示されます。 このボタンを押すと行内の規格数量を含む全データが整

理された状態で再記録されます。 

 


